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「戦後６０年」のアツイ夏・・・！ 

＜南房総平和フェスティバル２００５～子どもたちに平和を手渡そう！＞ 
反核フェスティバル･母親大会・日韓子ども交流・終戦記念日の集い・安房平和のための美術展・小平尚道

氏の日系収容所パネル資料展・太平洋を渡った房総のアワビ漁師パネル資料展・虹のかけ橋～ウミホタルと

アワビのむすんだ日米交流…などなど、「戦後 60 年」の夏にふさわしい平和のリレーイベントをつなぎまし

た。長く積み重ねてきた催しや安房地域で初の試みに、地域を越えた多くの人々が賛同し、平和を願うネット

ワークが大きく広がりました。それぞれにご活躍された皆さん、素晴らしい働きをごくろうさまでした。 

 

「虹のかけ橋～ウミホタルとアワビのむすんだ日米交流」＆ライドン・ツアー 
「アメリカで戦争の歴史といえば、１９４５年９月２日のミズーリ号の降伏調印式で終わっている。その翌日に

米占領軍が館山に上陸し、直接軍政を敷いたというのは歴史的出来事だ。６０年目のこの日を記念して、一

緒に何かできないだろうか」 …昨年９月、アメリカ・カリフォルニア州在住の歴史研究者サンディ・ライドン氏

は、私たちのガイドブックの表紙を見て驚き、このようなメッセージを寄せてきました。ライドン氏は、明治期

に房総からアメリカに渡ったアワビ漁師たち日系移民史を研究テーマにしているカブリオ大学名誉教授で

す。ライドン氏は市民大学の講座受講生にツアーを呼びかけ、このたび、４０名の市民と一緒に来日しました。 

 ９月３日ＡＭ９：２０、米軍上陸の同じ日時の地点にて「日米平和祈念セレモニー」を開催。同日午後には、千

葉県南総文化ホール（大ホール）にて、「虹のかけ橋～ウミホタルとアワビのむすんだ日米交流」として草の

根国際親善が実を結びました。第一部は、戦時中のエピソードから誕生した館山発祥の合唱組曲『ウミホタ

ル～コスモブルーは平和の色』の初演コンサート。第二部は、スライドを交えたライドン氏の講演と、堂本暁子

千葉県知事との英語対談。９００名を超える来場者にも、感動の輪が広がりました。 

ＮＰＯ理事の鈴木政和さんら市民がこつこつと調査を重ねてきたアワビ移民の資料は、ライドン氏を驚か

せました。なぜなら、日系人が強制収容所に入れられる際、写真や資料

などは燃やされ、アメリカにはあまり残っていない貴重なものが多かっ

たからです。そこでＮＰＯでは、展示用パネルと資料冊子『太平洋にかけ

る橋～日米民間交流史』を制作しました。来春、ライドン氏はモントレーで

もアワビ移民のシンポジウムを企画中であり、房総発バイリンガル（英和

表示）の本は 100年の時を超えて太平洋を渡ります。 

 

合唱組曲『ウミホタル～コスモブルーは平和の色』初演コンサート 

 ２００４年に生まれた館山発祥の合唱組曲『ウミホタル～コスモブルーは平和の色』が、満を持して全国に

先駆けた初演を行いました。彫刻家・船田正廣氏を実行委員長に８人の音楽指導者のもと、１００人を超える市

民が集い練習を重ねてきました。当日は、作曲者・藤村記一郎

先生が名古屋から駆けつけて指揮を、鴨川・千葉・東京の合唱

団も友情出演で花を添えてくれました。アメリカからの40名も、

最終章『レッツゴー沖ノ島』を事前に日本語で練習してきており、

日米大合唱で感動を分かちあいました。 




